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 第1章  概況と課題  

本市の概況 

本市は、神奈川県の北⻄部に位置し、北部は東京都、⻄部は⼭梨県と接しています。⾯積は

328.91km2 で神奈川県総⾯積の約 14％を占めています。 

市の⻄部には、丹沢⼤⼭国定公園や県⽴陣⾺相模湖⾃然公園に指定された森林地帯等の貴

重な⾃然環境を形成する⼭々が連なり、県⺠の⽔がめである相模湖、津久井湖、宮ヶ瀬湖等を抱え

ています。これらの湖の周辺や、相模川、道志川、串川の流域に広がる緩やかな丘陵地には、⾃然と

共⽣するみどり豊かなまちなみが形成されています。 

市の東部は、相模川沿いに形成される 3 つの河岸段丘(相模原段丘、⽥名原段丘、陽原段丘)

の間や境川沿いの斜⾯に樹林帯が連なり、都市部の貴重なみどりとなっています。相模原台地の上

段は、公共交通網の充実により、利便性の⾼い地域として⼟地利⽤が進んでいます。 

           
 

 

 

 

 

 

昭和 29(1954)年 11 ⽉ 20 ⽇の市制施⾏後は、積極的な⼯業誘致や全国でもまれにみる⼈

⼝急増期を経て、内陸⼯業都市、⾸都圏のベッドタウンとして発展してきました。その後、平成

18(2006)年 3 ⽉に旧津久井町及び旧相模湖町と、翌年 3 ⽉に旧城⼭町及び旧藤野町との合併

により、県内では横浜市に次ぐ 2 番⽬の広さとなりました。また、平成 22(2010)年 4 ⽉ 1 ⽇には、

戦後に誕⽣した市として初めて政令指定都市になりました。 

図 1-1 相模原市の位置 

図 1-2 相模川沿いの河岸段丘 
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本市は、平成 18(2006)年及び平成 19(2007)年の合併により、総⼈⼝ 70 万⼈を超える⼤都

市となり、その後も⼈⼝は微増傾向で推移してきました。 

平成 27(2015)年国勢調査に基づく本市の将来⼈⼝推計結果によれば、本市の総⼈⼝は、令

和元(2019)年をピークとして、それ以後は⼀貫して減少すると⾒込まれています。年齢区分別にみる

と、年少⼈⼝及び⽣産年齢⼈⼝は、今後⼀貫して減少しますが、⾼齢者⼈⼝は令和 26(2044)年

まで増加を続け、その後減少に転じると推計されており、将来的に更に少⼦⾼齢化が進むと予測され

ています。 

 

 

図 1-3 年齢区分別⼈⼝の推移(2015 年 2065 年)8    

 
8  平成 27(2015)年国勢調査に基づく相模原市の将来人口推計に一部加筆 

境川での総合学習

総⼈⼝ピーク 
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⾼齢者⼈⼝ピーク 

2044 年 241,048 ⼈

高

齢

化

率(

％)
 

人

口

(

人)
 

年少人口(0 歳～14 歳) 生産年齢人口(15 歳～64 歳) 高齢者人口(65 歳以上) 高齢化率 
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農林業は、地域の⽔やみどりを活かした産業であり、事業活動を通じて⽔やみどり、⽣物多様性の

保全を担っているものの、全体として衰退傾向にあります。 

このうち農業については、従事者の⾼齢化や後継者不⾜等によって就業者数が減少しており、宅

地開発による農地の減少の他、遊休農地や耕作放棄地が増加しています。 

また、⼭間部等において野⽣⽣物による農作物被害が増⼤する等、農業を取り巻く環境は厳しさ

を増しています。 

林業については、⻑期化する⽊材価格の低迷等もあり、安定的な森林経営が難しい状況の中で、

神奈川県の⽔源環境保全税を財源とした整備が進んでいますが、広葉樹林等では森林の整備が遅

れる等、森林の機能に影響を与える状況となっています。 

 

図 1-4 農業・林業就業者数の推移9 

表 1-1 農業・林業就業者数の推移 9 

単位 ⼈ 

農業 
昭和 55 年 
(1980 年) 

昭和 60 年 
(1985 年) 

平成 2 年 
(1990 年) 

平成 7 年
(1995 年)

平成 12 年
(2000 年)

平成 17 年
(2005 年)

平成 22 年
(2010 年)

平成 27 年
(2015 年)

旧相模原市域 2,838 2,621 2,155 2,124 1,734 1,610 1,363 － 

城⼭地区 282 224 187 200 185 125 119 － 

津久井地区 522 486 360 306 204 253 198 － 

相模湖地区 117 160 101 97 79 63 66 － 

藤野地区 526 238 117 82 116 93 66 － 

合 計 4,285 3,729 2,920 2,809 2,318 2,144 1,812 1,903 
林業 

昭和 55 年 
(1980 年) 

昭和 60 年 
(1985 年) 

平成 2 年 
(1990 年) 

平成 7 年
(1995 年)

平成 12 年
(2000 年)

平成 17 年
(2005 年)

平成 22 年
(2010 年)

平成 27 年
(2015 年)

旧相模原市域 16 16 24 13 14 8 17 － 

城⼭地区 3 5 3 3 1 4 2 － 

津久井地区 28 29 31 35 22 18 28 － 

相模湖地区 7 11 7 8 7 4 8 － 

藤野地区 28 26 13 17 14 6 18 － 

合 計 82 87 78 76 58 40 73 86 
9 国勢調査,総務省統計局,産業別(大分類)15 歳以上就業者数(ただし、平成 27(2015)年は合計値のみ) 

4,285
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2,3182,144
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みどり・⽔・⽣物多様性の保全等の概況 

ア 緑被率 

本市の平成 30(2018)年度における緑被地⾯積は 23,029ha となっており、その多くは津久井地

域に分布しています。 

また、平成 30(2018)年度における緑被率(地域の総⾯積に対する緑被地⾯積の⽐率)は

70.0％で、平成 25(2013)年度と⽐べ 0.3 ポイント減少しました。 

地域別に⾒ると、旧相模原市域と城⼭地区の緑被率の減少⽐率が⼤きくなっており、それぞれ

0.6 ポイント、0.8 ポイント減少しています。 

 

 

図 1-5 地域別の緑被地⾯積の経年変化(平成 25(2013)年⇒平成 30(2018)年)10  
10 平成 30(2018)年度相模原市みどりの実態調査報告書 
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表 1-2 地域別の緑被地⾯積と緑被率の経年変化11 

上段 緑被地⾯積(ha) 
下段 緑被率(各⾯積に占める緑被地の割合) 

地 域 調査年度 

緑 被 地 ⾯ 積 ・ 緑 被 率 

合計 
針葉樹林 広葉樹林 

公園・
⺠有地等
の植栽地

草地・ 
芝⽣地等

果樹園・
種苗園等 畑・⽔⽥

旧相模原市域 

平成 25 年 
(2013 年) 

91  379  338 564 141 734 2,248
1.0% 4.2% 3.7% 6.1% 1.6% 8.1% 24.9%

平成 30 年 
(2018 年) 

90  374  334 567 130 700 2,196
1.0% 4.1% 3.7% 6.3% 1.4% 7.8% 24.3%

経年変化 
-1  -5  -4 3 -11 -33 -52

0.0% -0.1% 0.0% 0.0% -0.1% -0.4% -0.6%

城⼭地区 

平成 25 年 
(2013 年) 

299  610  4 231 11 132 1,288
15.1% 31.0% 0.2% 11.6% 0.6% 6.6% 64.7%

平成 30 年 
(2018 年) 

298  605  13 219 11 125 1,271
15.0% 30.4% 0.7% 11.0% 0.5% 6.3% 63.9%

経年変化 
-1  -5  9 -12 0 -7 -17

0.0% -0.1% 0.1% -0.1% 0.0% -0.1% -0.8%

津久井地区 

平成 25 年 
(2013 年) 

4,057  6,141  0 292 2 532 11,023
33.3% 50.3% 0.0% 2.4% 0.0% 4.3% 90.3%

平成 30 年 
(2018 年) 

4,053  6,137  3 288 2 518 11,000
33.2% 50.3% 0.0% 2.4% 0.0% 4.2% 90.1%

経年変化 
-4  -4  3 -4 0 -13 -23

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -0.1% -0.2%

相模湖地区 

平成 25 年 
(2013 年) 

1,703  683  31 61 24 129 2,631
53.9% 22.7% 0.2% 2.0% 0.7% 4.0% 83.3%

平成 30 年 
(2018 年) 

1,701  683  31 60 24 128 2,627
53.9% 21.6% 1.0% 1.9% 0.7% 4.0% 83.1%

経年変化 
-2  0  0 -1 0 -1 -5

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -0.2%

藤野地区 

平成 25 年 
(2013 年) 

2,553  2,835  0 260 0 291 5,939
39.4% 43.7% 0.0% 4.0% 0.0% 4.5% 91.5%

平成 30 年 
(2018 年) 

2,553  2,834  0 258 0 290 5,935
39.3% 43.6% 0.0% 4.0% 0.0% 4.5% 91.4%

経年変化 
0  -1  0 -2 0 -1 -4

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -0.1%

合計 

平成 25 年 
(2013 年) 

8,703  10,649  374 1,408 179 1,817 23,129
26.5% 32.5% 1.1% 4.2% 0.5% 5.5% 70.3%

平成 30 年 
(2018 年) 

8,695  10,633  381 1,392 167 1,762 23,029
26.4% 32.3% 1.2% 4.2% 0.5% 5.4% 70.0%

経年変化 
-8  -15  7 -16 -12 -55 -99

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -0.2% -0.3%

※1 緑被地⾯積は、⼩数点以下第 1 位で四捨五⼊しているため、合計値とは⼀致しない場合がある。 

※2 0 及び 0.0 は⼩数点以下第 1 位及び第 2 位に数値があることを⽰している。 

 

表 1-3 地域別の規模別緑被地消失件数(平成 25(2013)年度 平成 30(2018)年度)11 

  0.00  
0.01ha 

0.01  
0.05ha 

0.05
0.10ha

0.10
0.20ha

0.20
0.30ha

0.30ha
  

合計 

旧相模原市域 
箇所数 1,022 1,189 317 167 52 32 2779
割合 36.8% 42.8% 11.4% 6.0% 1.9% 1.2% 100.0%

城⼭地区 
箇所数 183 160 65 35 13 30 486
割合 37.7% 32.9% 13.4% 7.2% 2.7% 6.2% 100.0%

津久井地区 
箇所数 52 138 48 32 12 19 301
割合 17.3% 45.8% 15.9% 10.6% 4.0% 6.3% 100.0%

相模湖地区 
箇所数 7 13 17 8 2 4 51
割合 13.7% 25.5% 33.3% 15.7% 3.9% 7.8% 100.0%

藤野地区 
箇所数 16 18 8 4 1 6 53
割合 30.2% 34.0% 15.1% 7.5% 1.9% 11.3% 100.0%

  
11 平成 30(2018)年度相模原市みどりの実態調査報告書 
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図 1-6 地域別の緑被地の現況(平成 30(2018)年度)12  

 

図 1-7 緑被地の分布(平成 30(2018)年度)12 

 

  
12 平成 30(2018)年度相模原市みどりの実態調査報告書 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

旧
相
模
原
市
域

城
山
地
区

津
久
井
地
区

相
模
湖
地
区

藤
野
地
区

(ha）

針葉樹林

広葉樹林

草地・芝生地等

公園・民有地等の植栽地

果樹園・種苗園等

畑・水田

旧
相
模
原
市
域 

城
⼭
地
区 

津
久
井
地
区 

相
模
湖
地
区 

藤
野
地
区 

針葉樹林

広葉樹林

草地・芝生地等

公園・民有地等の植栽地

果樹園・種苗園等

畑・水田

凡 例 



 

22 

第
１
章

概
況
と
課
題 

 

近年、市内の平均気温は上昇傾向にあり、30 年前と⽐較して約 0.9℃ 1.0℃も上昇し

ています。 

夏季の地表⾯放射温度を⾒ると、⼭間部では、湖や河川沿いの住宅地等で⼀部 30℃以

上が⾒られるものの、森林地域の温度は低くなっています。 

⼀⽅、市街地が広がる旧相模原市域では、30℃以上の範囲が広がっており、中⼼市街地

に⾼温の範囲がまとまって⾒られます。 

その中でも、⽊もれびの森、ゴルフ場、鳩川及び相模川沿いの緑地では、周辺部に⽐べて

10℃程度低くなる等、みどりによるヒートアイランド現象の緩和が⾒られます。 

そのため、緑地の保全、緑化の推進、⽔辺環境づくり等の⽅針を⽰す本計画の推進を図る

ことで、ヒートアイランド現象の緩和に寄与することが期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-8 平均気温の変化13 

 

図 1-9 平成 28(2016)年 7 ⽉ 10 ⽇の地表⾯放射温度図14  
13 相模原市統計書のデータより作成 
14 平成 30(2018)年度相模原市みどりの実態調査報告書 
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イ 公園⾯積 

都市公園は、市内に 618 箇所、336.37ha が整備されており、市⺠ 1 ⼈当たりの⾯積は 4.68

㎡となっています。 

表 1-4 都市公園の整備状況(平成 31(2019)年 3 ⽉ 31 ⽇現在)15 

種別 箇所数 ⾯積(ha) 

街 区 公 園 560 47.29 

近 隣 公 園 12 18.71 

地 区 公 園 3 12.24 

総 合 公 園 5 76.75 

運 動 公 園 2 29.20 

特
殊
公
園 

⾵ 致 公 園 2 12.43 

歴 史 公 園 3 9.29 

墓 園 1 15.00 

広 域 公 園 1 77.68 

都 市 緑 地 22 24.54 

緑 道 6 12.99 

広 場 公 園 1 0.25 

合 計 618 336.37  
本市では、公益財団法⼈相模原市まち・みどり公社※を

中⼼に、様々な緑化活動を推進しています。 

建物の屋上や壁⾯、駐⾞場の緑化や⽣垣設置を⽀援

するための助成や、花苗の配布等を⾏うだけでなく、園芸教

室、⾃然観察会の開催や⼦供たちによる緑を守り育てる活

動等を通じた⼈材育成、普及・啓発活動も実施しています。 

また、⼯場やマンション建設等の開発事業に伴う緑化指

導のほか、街路樹の整備や公共施設の緑化を推進していま

す。 

 

 

【公益財団法人相模原市まち・みどり公社】 

誰もが安全で安心して心豊かに暮らせるまちづくりを推進するため、都市環境の形成に必要な都市施設や

みどりに関する事業等を行い、もって地域社会の健全な発展と市民の福祉の向上に寄与することを目的と

し設立され、「緑化意識の普及啓発」「都市緑化の推進」「みどりの情報発信」「みどりのまちづくり担い手

育成・支援」「森づくりの推進及び保全」等の事業を行っています。  
15 平成 30(2018)年版相模原市統計書 
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ア 景観資源としてのみどり 

本市には、丹沢⼤⼭国定公園や県⽴陣⾺相模湖⾃然公園のほか、⾥地⾥⼭等の四季を通して

変化する景観資源があり、「⽇本の滝百選」に選ばれた早⼾⼤滝や「⽇本百名⼭」に選ばれた丹沢

⼭等も⾒られます。 

都市部では、都市部に残る⼤規模な平地林として「かながわの美林 50 選」に選ばれた⽊もれびの

森や、相模横⼭・相模川近郊緑地特別保全地区等の河川沿いの斜⾯林、淵野辺公園や相模原

⿇溝公園等の公園、幹線道路等に植栽された街路樹等が都市景観の形成要素となっています。 

⼀⽅で、森林や農地の荒廃や他⽤途への転⽤が⽣じているほか、河川敷等へのごみの不法投棄

等、良好な景観を阻害してしまう状況が⾒られます。 

 

イ 観光・レクリエーション活動の場としてのみどり 

丹沢⼭地の登⼭道や相模湖・津久井湖沿岸の親⽔空間といった⽔やみどりを活かした観光・レクリ

エーション施設が整備される等、森林や⽔辺は、登⼭や⾃然散策、キャンプ等、⾃然とのふれあい、

⼈々の健康づくりやレクリエーションの場として親しまれています。 

また、総合公園や運動公園、河川敷の親⽔広場等も、⾝近なレクリエーションの場として親しまれ

ています。 

これらの⽔やみどりは、野⽣⽣物への影響に配慮する等⾃然環境との調和を図りながら、適切に利

⽤することが求められます。 

 

図 1-10 相模原市⼊込観光客数の県内シェア16 

 

ウ 地域コミュニティ活動の場としてのみどり 

古くからの集落が残る地域では、社寺林等が⾝近な緑として、地域に根付いた祭事や伝統技能等

の⽂化⾵習の継承の場にもなっています。 

また、街区公園等の⾝近な公園や広場は、地域のお祭りや運動会等が⾏われるほか、⼦どもから

お年寄りまで多くの市⺠が⽇常的に利⽤する姿が⾒られる等、地域のコミュニティ活動の場としての役

割を担っています。  
16 神奈川県県勢要覧 
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ア 主な施設緑地及び地域制緑地の指定状況 

津久井地域では、多くの森林が⾃然公園や⾃然環境保全地域として指定されています。また、多

くの農地が集落に点在していることから、⼤規模な営農には適していません。 

⼀⽅、旧相模原市域では、みどりの活⽤を図る都市公園の設置等が図られているほか、⽊もれび

の森や河川沿いの斜⾯林が近郊緑地特別保全地区等に指定され、恒久的に保全が図られています。 

また、⼀団のまとまりのある農地の多くが農⽤地区域に指定され、良好な営農環境の保全が図られ

ています。 

 

 

 

図 1-11 主な施設緑地及び地域制緑地の分布17 

  

 
17 国土数値情報,国土交通省国土政策局 

相模湖周辺のみどり 上空から⾒た⽊もれびの森




